
２月の村の動きと主なできごと２月の村の動きと主なできごと

1
日 

・ 

産
業
団
地
地
権
者
説
明
会（
深
谷
集
会
所
）

２
日 

・ 

長
泥
住
民
説
明
会（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

　
　 

・ 

第
9
回
飯
舘
Y
O
I
T
O
K
O
発
見
！
ツ
ア
ー
／
飯
舘・村
内
1
日
バ
ス
ツ
ア
ー（
村
内
各
所
）

4
日 

・ 

飯
舘
村
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
代
表
者
会
議（
い
ち
ば
ん
館
）

5
日 

・ 

福
島
県
建
築
文
化
賞
表
彰
式（
福
島
市・杉
妻
会
館
）

5
日
～
7
日 

・ 

ゆ
ず
カ
フ
ェ（
い
ち
ば
ん
館
）

7
日 

・ 

行
政
区
長・副
区
長
会
議（
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
）

10
日 

・ 

飯
舘
村
第
7
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
員
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
研
修
会（
い
ち
ば
ん
館
）

11
日 

・ 

ス
キ
ー・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会（
二
本
松
市・あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場
）

　
　 

・ 

相
馬
野
馬
追
相
馬
流
山
踊
集
合
練
習（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

14
日
～
3
月
17
日 

・ 

令
和
６
年
分
申
告
相
談（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

16
日 

・ 

令
和
６
年
度
い
い
た
て
村
芸
能
発
表
祭（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

17
日 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
５
回
教
育
部
会（
村
役
場
）

18
日 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
５
回
生
活
部
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
５
回
な
り
わ
い
部
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

第
2
回
社
会
教
育
委
員
会
議（
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

19
日 

・ 

飯
舘
村
こ
ど
も
議
会（
議
場
）

20
日 

・ 

農
業
委
員
会
定
例
総
会（
村
役
場
）

　
　 

・ 

飯
舘
村
第
７
次
総
合
振
興
計
画
策
定
専
門
部
会
　
第
５
回
健
康
部
会（
い
ち
ば
ん
館
）

21
日 
・ 

総
合
教
育
会
議（
村
役
場
）

　
　 
・ 
定
例
教
育
委
員
会（
村
役
場
）

informationinformation村からおしらせ村からおしらせ

いいたて
なりわい
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イイタテバイオテック株式会社
飯舘村長泥字曲田39-1
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イ
イ
タ
テ
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
株
式

会
社
は
、日
本
環
境
株
式
会
社
の

グ
ル
ー
プ
会
社
。長
泥
地
区
の
再

生
と
活
性
化
を
目
指
す
企
業
誘

致
に
応
え
て
進
出
し
、令
和
7
年

春
か
ら
の
稼
働
に
向
け
て
、準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
工
場
で
は
、近
隣
自
治

体
の
下
水
汚
泥
を
受
け
入
れ
、乾

燥
さ
せ
て
肥
料
の
原
料
を
製
造

し
ま
す
。工
場
内
は
工
程
ご
と
に

エ
リ
ア
が
区
切
ら
れ
、汚
泥
の
受

け
入
れ
か
ら
製
品
の
搬
出
ま
で
、

全
て
の
工
程
が
連
続
し
た
プ
ラ
ン

ト
内
で
完
結
し
ま
す
。ま
た
、
工

場
内
で
使
用
す
る
井
戸
水
は
、
浄

化
装
置
を
使
い
な
が
ら
循
環
さ

せ
、
複
数
回
使
用
し
た
後
に
熱
処

理
で
蒸
発
さ
せ
る
た
め
、
排
水
も

出
さ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
肥
料
原
料
の
大
部

分
は
日
本
環
境
の
堆
肥
化
施
設
で

利
用
さ
れ
、
一
部
は
構
内
の
堆
肥

化
施
設
棟
で
堆
肥
に
し
ま
す
。

　
こ
の
工
場
で
は
、
乾
燥
炉
に
熱

風
を
送
る
熱
源
の
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料

の
一
部
に
、
地
区
内
で
栽
培
す
る
資

源
作
物
の
ソ
ル
ガ
ム
を
ペ
レ
ッ
ト
に

加
工
し
て
使
用
し
ま
す
。
ソ
ル
ガ

ム
の
栽
培
は
、
地
区
の
人
々
の
協

地域と共に、ここから風景を変えていきたい
イイタテバイオテック株式会社

汚泥を乾燥するプラントの操作や管理
はタッチパネルで行います。

堆肥化施設の内部。切り返しをして発酵
を促進し、よい堆肥をつくります。

長泥地区一部区域の新たな避難指示解除は３月31日で国・県・村が合意

力
を
得
な
が
ら
、
借
り
受
け
た
農

地
で
進
め
、
農
地
の
再
生
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
同
社
の
設
立
を
牽
引
し
て
き
た

大
堀
眞
取
締
役
は
「
農
地
利
用
を

一
体
で
進
め
、
風
景
を
こ
こ
か
ら
変

え
て
い
き
た
い
。
地
域
と
密
接
に

関
わ
り
、
活
気
が
戻
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
。
地
域
の

一
員
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
同
社
は
す
で
に
、
地
区
の
行
事

な
ど
に
社
員
総
出
で
参
加
を
し
て

い
て
、
本
格
稼
働
後
は
最
新
の
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
と
し
て
、
社
会
科

見
学
な
ど
も
積
極
的
に
受
け
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

原料となる汚泥を回転させ熱風で乾燥させる円筒形の乾燥炉。

　長泥地区の一部地域において、「土地活用スキーム（枠組み）」に基づく新たな避難指示解除が
行われる見通しです。
　帰還困難区域に指定された長泥地区は、令和５年５月に、特定復興再生拠点区域及び拠点区
域外の長泥曲田公園で避難指示が解除されました。今回新たに避難指示解除が検討されている
エリアは、イイタテバイオテック株式会社の施設と資材置き場、資源作物を栽培する農地などを合わ
せた約６.２haです（同社の事業についてはP23をご覧ください）。
　村の諮問を受けて、飯舘村環境回復検討委員会が、当該区域の空間線量等の低減について検
証を行い、１月10日に答申を行っています。また、２月２日には長泥地区住民説明会を開き、国・県と解
除日を協議するにあたり、村と住民が協議を行いました。
　これらを踏まえて２月24日、国・県・村による避難指示解除日の協議が福島県庁で行われ、３月31日
を解除日とし準備を進めることで三者が合意しました。

24
日 

・ 

国・県・村
で
長
泥
地
区
一
部
区
域
の
避
難
指
示
解
除
日
を
協
議（
福
島
県
庁
）

26
日 

・ 

第
３
回
子
ど
も・子
育
て
会
議（
い
ち
ば
ん
館
）

　
　 

・ 

第
２
回
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
い
い
た
て
実
行
計
画
協
議
会（
村
役
場
）

28
日
～
３
月
14
日 

・ 

３
月
議
会
定
例
会（
議
場
）

23
日 
・ 「
ふ
た
ば・い
い
た
て
民
俗
芸
能
大
集
合
！
」に
小
宮
の
田
植
踊
、大
倉
の
神
楽
出
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         （
双
葉
町
／
東
日
本
大
震
災・原
子
力
災
害
伝
承
館
）

28
日 

・ 

令
和
６
年
度
飯
舘
村
男
女
共
同
参
画
講
演
会「
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」）

〈土地活用スキーム〉　拠点区域外の土地活用に向けた避難指示解除に関する枠組
みで、令和５年の長泥曲田公園（約0.64ha）の避難指示解除にも活用されています。
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